
2

き
ま
せ
ん
）。

　

本
協
議
会
で
は
、
平
成
26
年

度
末
の
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
向

け
、
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進
ち
ょ

く
状
況
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
情
報

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
駅
周
辺
整
備
事

業
に
つ
い
て
も
側
面
的
に
支
援
し

て
い
く
考
え
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　
計
画
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
２
４
5

　

５
月
29
日
㈯
、
中
央
橋
下
流
千

曲
川
右
岸
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
平
成
22
年
度
飯
山
市
水
防
訓

練
が
行
わ
れ
、
飯
山
市
消
防
団
、
日

赤
奉
仕
団
、
木
島
地
区
水
防
団
、
飯

山
市
建
設
業
協
会
お
よ
び
行
政
関
係

団
体
な
ど
、
約
４
０
０
名
の
関
係
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

千
曲
川
を
擁
す
る
飯
山
市
は
、
以

前
よ
り
水
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要

性
は
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

の
突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
局
地

的
な
災
害
の
増
加
や
、
市
内
に
お
い

て
も
平
成
18
年
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
堤
外
農
地
な
ど
の
冠
水
や
堤
防
の

漏
水
、
内
水
の
家
屋
へ
の
浸
水
被
害

の
発
生
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
水

防
に
対
す
る
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
水
防
訓
練
は
、
従
来
の
訓

練
に
加
え
、
千
曲
川
河
川
事
務
所
に

よ
る
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
や
、
北
信

建
設
事
務
所
に
新
規
導
入
の
内
水
排

除
用
ポ
ン
プ
車
の
披
露
（
５
月
27
日

広
井
川
で
実
働
訓
練
実
施
）
な
ど
が

行
わ
れ
、
水
防
体
制
の
更
な
る
強
化

に
向
け
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
実
際
の
現
場
で
役
立

て
る
た
め
、
実
践
に
即
し
た
訓
練
を

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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市
長
の

悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

㉑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
長　
石
田
正
人

　
気
候
の
変
調
に
よ
り
大
変
心
配
さ
れ
た
田
植
え
作
業
も
、
機
械

化
農
業
の
お
か
げ
か
順
調
に
進
み
、
青
田
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
科
学
が
進
歩
し
た
と
は
い
え
、
気
象
は
変
え
る
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
人
が
で
き
る
事
は
し
っ
か
り
対
処
し
な
け
れ
ば
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
問
題
と
な
り
、
原
風
景
の
素
晴
ら
し
い
「
悠
久
の
ふ
る

さ
と
」
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
本
の
主
食
「
お
米
」。
命
を
育
む
食
糧
と
の
位
置
づ
け
は
今
も

変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
が
、
田
ん
ぼ
の
耕
起
が
始
ま
り
水
田
に
変
わ

る
市
内
を
巡
る
と
、
昨
年
ま
で
田
植
え
さ
れ
て
い
た
田
が
、
草
田
に

変
わ
っ
て
い
る
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
飯
山
の
水
田
も
40
％
と
い

う
減
反
政
策
で
、
先
祖
が
大
変
苦
労
し
て
引
き
継
ぎ
残
し
て
く
れ
た

田
ん
ぼ
が
消
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
先
人
が
こ
の
現
状
を
見
た
ら
ど

れ
ほ
ど
驚
き
悲
し
む
事
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
昔
の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
る
事
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
田
ん
ぼ
の
傍
ら
の
子
ど
も
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
皆
が
手
作
業

で
土
を
耕
し
、１
ヶ
月
以
上
も
か
け
て
や
っ
と
田
植
え
が
で
き
る
」「
病

人
や
老
人
の
い
る
家
に
は
皆
で
手
伝
い
に
行
く
」
そ
ん
な
深
い
絆
で

結
ば
れ
た
助
け
合
い
や
協
同
で
作
業
す
る
姿
が
、
田
ん
ぼ
が
消
え
る

の
と
同
じ
よ
う
に
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
原
風
景
の
残
る
ふ
る

さ
と
と
は
、
自
然
景
観
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
営
み
が
最
も
重
要
で

あ
り
ま
す
。日
本
民
族
に
は
食
文
化
を
中
心
に
築
い
た
歴
史
が
あ
り
、

そ
れ
を
担
っ
た
人
と
人
の
心
の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
、
原
風
景
の
残
る

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
」
と
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
開
館
し
た
「
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
」

に
も
そ
の
状
景
を
た
た
え
て
い
る
創
作
人
形
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
１

年
間
で
達
成
す
る
入
館
者
数
の
計
画
を
、
わ
ず
か
１
ヶ
月
で
達
成
し

た
事
か
ら
も
、
来
館
者
が
昔
懐
か
し
い
農
村
の
姿
か
ら
「
な
に
か
」

を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
る

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
」
か
ら
、
先
人
の
思
い
を
育
て
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

５
月
31
日
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

議
会
（
会
長　

丸
山
茂
彦
飯
山

市
区
長
会
協
議
会
長
）
の
総
会
が

市
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
新
幹
線
誘
致

運
動
を
展
開
し
た
飯
山
市
北
陸

新
幹
線
建
設
受
入
促
進
市
民
協

議
会
（
昭
和
54
年
発
足
、
平
成

17
年
現
名
称
に
改
称
）
を
前
身

と
し
、
建
設
促
進
運
動
お
よ
び

市
民
の
皆
様
へ
の
広
報
活
動
等

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
ま
で
各
世

帯
か
ら
協
力
金
（
年
２
０
０
円
／

世
帯
）
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち

１
０
０
万
円
を
目
標
に
新
幹
線
飯

山
駅
の
開
業
に
備
え
て
積
み
立
て

て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
末
の
総
額

は
１
千
３
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

総
会
で
は
、
こ
の
う
ち
１
千
万

円
を
開
業
関
連
事
業
費
と
し
て

使
途
を
検
討
し
始
め
、
残
り
の

３
０
０
万
円
を
今
年
度
以
降
の
協

議
会
運
営
の
た
め
の
事
業
推
進
費

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
今
年
度
よ
り
協
力
金
は
い
た
だ

平
成
22
年
度
総
会
を
開
催

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
市
民
協
議
会

Ｈ21決算 Ｈ22 予算
繰越金 431,313 274,599
繰入金 0 500,000
協力金 1,354,001 0
雑収入 35,356 25,401
合　計 1,820,670 800,000

Ｈ21決算 Ｈ22 予算
会議費 23,528 30,000
事業費 513,343 710,000
旅　費 0 30,000
事務費 9,200 20,000
積立費 1,000,000 0
予備費 0 10,000
合　計 1,546,071 800,000

収入支出決算および予算

■収入

■支出 （単位：円）

Ｈ21年度末残高 　13,000,000
■積立金の状況

（単位：円）

（単位：円）

平
成
22
年
度 

飯
山
市
水
防
訓
練
実
施

飯
山
市
水
防
体
制
の
強
化
の
た
め
、
約
４
０
０
名
が
参
加

北信建設事務所職員により、水防各工法の指導が行われた。

　市内中学校統合等に伴い災害時の避難場所が変更となります。出水期や台風シー
ズンを前に、今回変更とならない地域の皆さんも避難場所の確認をお願いします。
　避難場所については、昨年配布した防災ポスター「飯山市にも災害は突然やってくる」
や飯山市ホームページをご覧ください。なお、防災ポスターは今回の変更前のもので
すので、次のとおり読み替えをお願いします。

【避難場所・洪水時避難施設】

災害時の避難場所が変更になります

【お問い合わせ】庶務課 消防防災係☎ 62-3111（内線 339）

変 更 前 施設名称 変 更 後 施設名称 変 更 内 容
第一中学校 城南中学校 名称変更
第二中学校体育館 飯山北高体育館 避難場所の変更 ( 対象：北町区）
第三中学校 城北中学校 避難場所の変更
第三中学校体育館 城北中学校体育館 避難場所の変更

木島平村南部小学校 木島平小学校
（旧中部小学校）

避難所の所在地変更
（対象：安田・上新田・吉・其綿の洪水時避難施設）

千曲川河川事務所によるク
レーンを使った「大型ブロッ
ク投入訓練」

公共施設などにも設置が進
むＡＥＤ（自動体外式除細
動器）を使用した救護訓練

総会には、協議会を構成する、区長会協議会、関係
区の代表、経済団体などが出席した。


